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－第５２回 研究大会報告－ 
  

平成２５年２月１５日（金）津田ホールにおいて、第５２回研究大会が開催されました。 
開会式には、東京都教育庁総務部教育政策課教育政策担当課長 船山 徹 氏、東京都公立小学

校長会厚生部長 大田区立東糀小学校長 宮田 周一 氏、東京都公立中学校事務職員会会長 新井 

一正 氏、（財）日本教育公務員弘済会東京支部支部常任幹事 清水頭 賢二 氏 にご臨席いただ

き、宮田 周二 氏よりご挨拶をいただきました。 
 開会式に続き、東京都教育庁教育政策課教育政策担当課長 船山 徹 氏 を講師にお招きし、

東京都教育庁の教育行政諸事業について講演していただきました。教育庁所管事業予算・職員

定数については、平成２５年度の教育費歳出予算が、７５５９億２３００万円（前年比０．８％

増）で、給与関係費０．０％台の減、事業費７．５％増となり、職員定数が小・中・高・特別

支援学校合わせて６３，１０２人（前年比１２９人増）となっています。  
主要教育施策で小中学校が関係するような施策としては次のような施策がありました。 

「家庭の教育力の向上」「教員の資質・能力の向上」「外部人材の教育活動への積極的な活用」 
「特別な支援が必要な子供の教育の充実」「子供の安全・安心の確保」「児童・生徒の『確かな

学力』の向上」「子供の心と体の健やかな成長」 
「子供の心と体の健やかな成長」では、いじめに関する総合対策の実施として、公立学校へ

のスクールカウンセラー配置の拡大が盛り込まれています。（詳細は２，３ページをご参照ください。） 
 本部研究報告では、本会研究部より「『共同実施を知ろう』について報告があり、他県の実例

が客観的な視点から詳しく紹介されました。今後は東京都の共同実施モデル事業についての研

究が課題になっていく模様です。        （詳細は「学校事務研究」をご参照ください。） 
 お昼休みを挟み、研究協議１では、品川支部より１２年前の導入された学校事務システムが、

どのように活用され変わってきたかの実践事例が発表されました。学校事務の効率化は学校の

中の事務処理だけでなく区教委を含めた全体で考えないと成功しないこと、エンドユーザーで

ある学校事務職員が主体的にシステム改修等の検討・検証作業に参加することにより区教委に 
対する高い発言力の裏づけとなる、などの内容が印象に残る有意義な発表でした。 

（詳細は「学校事務研究」をご参照ください。） 
 研究協議２では、支部紹介として、三鷹、新宿、小平 島しょ、東大和、台東支部より、各

支部の現状と課題について、司会を務めた本会会長からの質問に答える形で発表がありました。 
支部員数や各地教委との関係により同じ公立小学校の事務職員会でも活動形態は様々であり、 
他支部の様子を知ることにより自分が所属する支部の課題をあらためて見つめ直すきっかけに

なる発表でした。                （詳細は５～１４ページをご参照ください。） 
参加者の皆さんのご協力により、時間内にすべての予定を終え、研究大会は閉会しました。 

[参加者数：本会会員２５９名、都公中事１３名、他府県３７名、地教委その他９名、計３１８名] 
                                 （広報部 加藤 義則） 
 
 
          
                   
                                   
 
  岩上会長挨拶  宮田校長祝辞   船山課長講演      研究部報告          研究協議１ 

                                                             平成２５年３月３１日発行 
                                                                東京都公立小学校事務職員会 
                                                                 発行 会 長  岩上 直人（板橋区立北前野小） 
                                                                 編集 広報部長 小野  明（品川区立台場小） 

                           〒140-0002品川区東品川1-8-30 
                                                                                   TEL 03(3471)3397㈹   
                                                                        広報部  岩瀬たつ子（世田谷区立中町小） 
                                                                                 加藤 義則（世田谷区立世田谷小） 
東京都公立小学校事務職員会 会報 第１８０号                渡部 正徳（北区立西浮間小） 
        http://otegaruhp.com/tokoushouji/html/_TOP/           
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次号 かいほう第１８１号 予告 

 

１．都公小事講演会・研究総会参加記 

 

２．特集１「実況！経営支援部Ⅱ」 

 

３．特集２「共同実施と学校（にいる）事務職員Ⅱ」 

 

  原稿大募集！ ・文 字 数 ： ８００～１２００字 

・送付期限  ：  ６月２８日（金） 

             ・形    式 ：  ワードまたは一太郎データ 

             ・送付方法 ： 電子メールまたはＦＤ郵送 

             ・送 付 先 ： 品川区立台場小学校 事務室 小野 明（広報部長） 

                     〒140-0002 品川区東品川１－８－３０ 

           ｏｎｏ－ａｋｒ＠ｃｉｔｙ．ｓｈｉｎａｇａｗａ．ｔｏｋｙｏ．ｊｐ 
 

 
 
 

Ⅰ　歳入歳出予算（歳入は、都債・繰入金・宝くじ収入を除く。） （単位：百万円）
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－研究大会参加記－ 

わたしの「共同実施」     

              世田谷区立玉川小学校 富田 牧子 

「共同実施」という言葉を私は昨年４月から何度も聞いてきました。初めのうちは「校務改

善」と混ざってしまってなんのことやらわかりませんでした。その後先輩から話を聞いたり、

冊子を読んだりしていくうちに今では頭の中では文字として意味がわかってきました。 

２月１５日津田ホールで行われた研究大会で他県の実施例を聞くことができ、少しずつ切実

なものとなってきました。でもわたしにはどうしても理解できません。東京都はどうして共同

実施を始めたのでしょうか。財源が減り、事務職員の人数も減っていく中でそれでも学校では

同じ業務をしていくためにはいたしかたないのかもしれません。         

しかしブロック方式、拠点校方式のいずれにしても複数の学校をかけもち、二校分の仕事を

することが事務処理の効率化を図ることにつながるとは思えないのです。 

わたしは平成元年に入都しました。１か月間の研修を受けて学校事務職員が大切な存在だと

教わりました。 

「学校の主役は子どもたちである。子どもたちのためにある。その子どもたちを直接教えて

いるのが教員でありもしその給料がきちんと支払われなかったら教員はやる気を失うに違

いない。もし教材や教育環境が整っていなければ教員は十分な授業をすることができない

だろう。だから事務職員は子どもたちの教育のために大事な役割を担っている。」 

今わたしはその言葉からかけ離れていっているのではないかと感じています。 

先日わたしはある教員からこう言われました。「江東区の小学校にいる知り合いの先生が今た

いへんなことになっていると言っていたけれど、富田さんはどこか他の学校にいってしまう

の？どこにも行かないでね。」教員が「困る」「不安だ」と思うことはたいへんなことだと思う

のです。 

わたしは校務改善や共同実施について本当は全くわかっていないのかもしれません。多分も

っと知ることが必要だと思います。そして早くもっと自分のこととしてわかりたいと思います。

         

 

 

研究大会に参加して 

匿名希望 Ａさん 

 他局より小学校に異動してきてまだ日が浅いため、今回初めて研究大会に参加させていただ

きました。突然で驚きましたが、感想を書くようにとの依頼を受けましたので、拙い文章で恐

縮ですが、感想を書かせていただきます。 

 今回は、仕事の都合もあり、午前中の開会式と講演、本部研究のみの参加でした。 

 講演は、教育庁総務部教育政策課の課長より、来年度の予算定数案に基づく重点課題の解説

でした。予算は６年ぶりのプラス案になったそうで、教職経験の長い講師よりわかりやすく説

明していただきました。日常業務では忙しくて教育庁のホームページを見る余裕などないので、

いじめ対策や若手教員の育成などの重点項目を確認できてよかったです。予算額は少なかった

のですが、都立小中高一貫教育校設置の検討をしていることに驚きました。 

 本部研究は、共同実施について、すでに実施している他県の例をふまえての解説でした。 

学校に異動してきて驚いたのは、先生方の忙しさ（とそれに伴う事務室の忙しさ）、行事の多さ

とその期限ぎりぎりに仕上げる先生方のパワーです。共同実施はたぶん、やってやれないこと

はないだろうと思います。ただ、「時間がないけど、予算がないけど、何とかならないか」とい

うご相談をどう形にしていくかという仕事がほとんどなので、週に何回かしか現場に行かない

「共同実施」にしてしまったら、先生方の忙しさや負担は増すだろうなと日々の業務を通じて

思います。 

スタッフの皆様、大会運営お疲れさまでした。日程調整も大変だと思いますが、給与支給日

は外していただけると出張しやすくなる方も多くなるのではないかと思います。 

月に一度の区の事務職員会は、いろいろ情報交換もでき、とてもありがたい存在です。その

全都版の今回のような研究大会では、あちこちで旧知の方同士がお話されている姿が見受けら

れ、やはり重要な場だと思いました。 
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－研究協議２－支部紹介 

パネリスト：三 鷹 支部 三鷹市立井口小学校   寺岡 宏文  

新 宿 支部 新宿区立江戸川小学校  関   誠一 

小 平 支部 小平市立小平第三中学校 渡辺    徹 

島しょ支部 利島村立利島小中学校  鈴木 恒明 

東大和支部 東大和市立第六小学校  中曽根 潤 

台 東 支部 台東区立蔵前小学校   小林  都 

司 会：都公小事会長 板橋区立北前野小学校 岩上  直人 
 

司 会「研究協議２では、各支部の現状について、お話をしていただきます。 

まず最初に、５分程度ずつ出席者の方の自己紹介と各支部の簡単な紹介をしていただき 

その後、テーマに沿って各支部の現状について報告していただきたいと思います。」 

 

三 鷹「三鷹市立井口小の寺岡です。三鷹の特筆すべき点は「小中一貫教育」です。「小中一貫 

校」はありませんが、７つの中学校を母体として「学園」を組織し「小中一貫教育」を 

行っています。平成１６年４月の西三鷹学園が最初で、その後順次設立されました。設 

立総会や記念総会には相当のお金がかかりました。学園歌も作り、行事では校歌と両方 

歌います。日常の業務の変化としては小中交流。毎日のように小中の教員が互いに行き 

来し、授業の補助をしています。また、連雀学園他の「コミュニティスクール（地域運 

営学校）」を都内でも足立区五反野小に続き、早くから実施し、地域の方に色々とサポー 

トしていただいています。「小中一貫教育」発足当時の教育長は、５，６年生が中学校に 

行って授業を受ける等、今よりもっと進んだ形を考えていたようですが、地域や財政の 

事情で今の形になりました。 

事務職員会は毎月１回です。もう一つ、「教育研究会学校事務部」の活動がありました 

が、「勤務時間内の自主研修はおかしい」との以前からの校長会の指摘や、事務職員のカ 

ラ出張問題等もあり、２３年度に自粛・休止、２４年度に廃止となりました。現在は研 

究の場が確保できず、事務職員会の最後に短時間で研究を行っています。」 

 

新 宿「新宿区立江戸川小の関です。新宿は小学校２９校、中学校１０校、養護学校１校です。 

小学校には区費事務職員は配置されていませんが、事務補助員雇用のための賃金予算（週 

２～３日）が各校に配付されています。中学校と養護学校には区費事務職員が配置され 

ています。２４年度の小学校都費事務職員の内訳は、正規２４、再任用５、再雇用１名 

です。年齢構成は２０代２、３０代２、４０代８、５０代１２、６０代６名で、４０代 

から６０代が９割近くを占めています。今回の事前アンケートの際、２０年度と２４年 

度の小学校事務職員名簿を比較したところ、この５年間で永年新宿区を支えてきたベテ 

ラン事務職員が１４名定年退職していました。 

昨年度までは５ブロックに分けて事務職員会活動を行ってきましたが、小学校が初め 

ての再任用や転入職員の増加で活動に支障が出てきたため、今年度から３ブロックにす 

る対応策を講じています。事務職員会は８月を除き毎月１回開かれています。４月は定 

例事務職員会の他、区の予算説明会も開かれます。毎月の事務職員会の前に、教育委員 

会と事務職員の情報交換を含めて年間７回の事務連絡会が開かれています。教育委員会 

事務局から、各課の担当係長が出席し、小学校・中学校事務職員会から代表が出席しま 

す。小学校は会長・副会長、各地区ブロック運営委員が出席します。事前に質問・要望 

事項を区教委事務局に送付し、担当係から回答・説明を受けます。事務局から学校への 

連絡・質問等もあり、定例会で報告します。情報交換だけでなく、相互の信頼関係を培 

う大きな役割を果たしています。」 

 

小 平「小平市立小平第三中の渡辺です。小平市は人口１８万人で今年、市政５０周年を迎え 

ます。戦後、都心のベッドタウンとして、また工場の進出もあって人口が急激に増加し、 

昭和３７年に市制を施行しました。現在、小学校１９校、中学校８校あり、都費負担事 

務職員が２７名(正規職員２１名・再任用職員６名)、市費事務職員２７名(嘱託員)が学 

校事務職員として働いています。市費事務職員（嘱託員）の勤務条件は、１日６時間勤 
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－研究協議２－支部紹介 

 

務（ただし、８月は原則として勤務なし）。最長３年まで勤務することができますが、そ 

れ以降も採用を希望する場合には少なくとも１年間あけたうえで採用選考を受け直さな 

くてはならなりません。勤務経験による選考上の有利は無しで、経験やノウハウが生か 

されないという問題があります。 

事務職員会組織についてですが、小平市においては、小中合同で『小平市公立学校事 

務職員会』を立ち上げていますが、平成１６年度より勤務時間内の活動が認められなく 

なりました。しかし、学校事務が未経験である職員が市内に転入する一方でベテラン職 

員が退職し、情報共有やノウハウの継承が困難になり、平成２２年１０月から指導課主 

催の『学校事務職員実務研修』を実施する事になりました。この研修の実施計画及び内 

容については、事務職員会が主体となって企画立案しており、都費事務職員間の情報共 

有やノウハウの伝授が図られるようになりましたが、市嘱託員の事務職員会が無いとい 

う課題はあります。 

予算についてですが、最近、学校長の権限が強化され、決裁は原則１０万円以下とな 

りました。図書購入費（５０万円以下）等、一部の例外はあります。什器等教育委員会 

事務局において一括購入している備品は、学校において購入することはできません。施 

設維持管理予算・工事費は配当されず、『修理伺い』を提出して市教委が対応します。備 

品の基準単価は１万円以上、ただし台帳記載は５万円以上です。用務職員は委託契約に 

よる派遣です。学校図書館の充実策として、学校図書館協力員の配置、市内図書館・学 

校図書室とのシステム連携があります。」 

 

島しょ「利島村立利島小中学校の鈴木です。島しょ支部はたいへん広く、人の住んでいる島が 

伊豆諸島は９つ、それに小笠原を含め１１島からなります。大島支部は大島・利島・新 

島・式根島・神津島の５つの島があり、新島と式根島は同じ「新島村」で、４つの町村 

からなる支部です。大島支部が一同に会して何か（事務職員活動）をやるというのは物 

理的に不可能なので、実質的にそれぞれの島で独立して活動しています。 

私の所属は正式には「利島小学校」で、利島小中学校は一貫校ではないのですが、校 

舎を共用し、６年生の教室の隣が中学校の教室、職員室も１つですので、敢えて「小中 

学校」と資料に書かせていただきました。今回のアンケートについては島しょ支部の実 

態に当てはまらない項目もあり、後ほど別の形で紹介したいと思います。 

島も本土と同じく統廃合が進み、新島は２校ずつあった小中学校が１ずつに。事務職 

員も再任用が増えています。利島小中学校は各１名いた事務職員が私の異動時から小中 

兼任となりました。児童・生徒数は小中合わせて２３名、各学年２，３名ですが、来年 

度新１年生が１０名入学するため教室等の準備に追われています。ところが再来年度は 

新入生は０、その次の年はまた１０名と…。新入生０は何とか避けたいので、どなたか 

（再来年度に１年生になる）お子さんがいらっしゃる方、利島に…「（－会場笑－）」  

 

東大和「東大和市立第六小学校の中曽根です。東大和の位置がピンと来ない方も多いと思いま 

す。私も就職するまでは何処にあるか知りませんでした。都庁から青梅街道を西へ２４ 

キロ、約１時間走りますと東大和市ですが、その後たった３．５キロで隣に抜けてしま 

う、とても小さな市です。東に志村けんで有名な東村山市、西は今日の午前にも共同実 

施で話題になった武蔵村山市、南は多摩地区の交通の要所である立川市、北は埼玉県所 

沢市です。余談ですが、今ほどサッカー少年がいない野球少年ばかりの頃は、子どもた 

ちは皆、西武ライオンズ友の会に入って青い帽子を貰い、被って遠足に行くと、西武の 

イベントと間違えられる事もしばしばありました。（－会場笑－） 

東大和市は、小学校１０校・中学校５校の計１５校で、都費事務職員と臨時職員が各 

１５名います。都費事務職員で事務職員会を組織し、「職場では同じ立場の人はいないが、 

ひとりじゃない、繋がっているんだ」と言う意識持ち続けられるよう、市教委や会員相 

互の連携を大切にして活動しています。集まりは月１回の事務連絡会のみですが、パソ 

コンメールを連絡や会議の場として活用して「情報の発信・共有」を図り、連携を密に 

しています。５６ページの市教委の資料は、「情報の発信・共有」の良い見本です。この 

資料は保護者向けに配布するだけではなく、図書館・公民館等、市内の至る所に置かれ、 



- 7 - 

－研究協議２－支部紹介 

 

お年寄りから小さなお子さんまで皆が持って行きます。小さい市で１５校しかないから 

できる事ですが、１５校全ての情報が外に開かれています。 

私たちの活動にはパソコンメールが欠かせません。市教委は「情報の速さ」を大事に 

してくださり、都からの文書も翌日かその日のうちに届き、交換便より速くなりました。 

もう一点、市教委を持ち上げておきますと、（笑）事務職員対象に「一般研修」がありま 

すが、どのような事を研修したいか？について、事務職員会の意見を聞いてくださいま 

すので、日頃なかなかできないような内容・呼べないような講師を、市教委に要望して 

います。最近では、社会人でありながら今まで勉強をした事が無かった「名刺の受け渡 

し」、その他「上手な話し方」「年金」「ストレスマネジメント」等です。 

私達が大事にしている「繋がり」の具体例についてお話しします。ひとつは「事務日 

程カレンダー」です。３人の役員がその月の事務日程表を作り、市教委が確認・加筆・ 

訂正して全校に配信します。これにより皆が同じ日程表に沿って事務処理し、一人では 

起こりがちだった諸調査の提出期限忘れ等が無くなりました。 

もうひとつは「事務職員会からの事務室だより」です。一人ひとりで毎月事務室だよ 

りを出すのはたいへんですが、役員を除いた１２人が１か月ずつ担当して作成、ＰＤＦ 

ではなくワードエクセルで配信、学校での加工もでき、配布も紙・データ様々です。一 

人が１回担当するだけで１２回分が揃います。 

事務室にはパソコンが２台ありますが、都費事務職員用は都給与システムに繋がるＬ 

ＧＷＡＮ仕様、市財務システムは市雇用職員しか操作できませんので市費事務職員用は 

市内ＬＡＮ仕様。結果、インターネットに繋がるパソコンが無く、調べものができない 

という偏った状況です。予算は市費職員しか執行できませんので、非常に不都合を感じ 

る時があります。旅費は紙帳票で請求し、現金を市役所に取りに行かねばなりません。 

この３点が改善されれば、東大和は非常に仕事がし易いところです。」 

 

台 東「台東区立蔵前小学校の小林です。私自身、台東に異動してまだ１年たっていませんの 

で説明に不十分な点が多々あると思いますが、ご容赦願います。 

台東区は２３区の真ん中からやや北東寄りに位置しています。周りは北から時計回り 

に荒川・墨田・中央・千代田・文京区と隣接しています。面積は２３区でいちばん小さ 

い約１０平方キロメートル。人口は３番目に少ない約１８万人です。台東区の名前は、 

上野と浅草に由来しています。上野公園周辺からは、旧石器時代の遺跡や貝塚が出土し 

ています。今回の発表原稿を作成するにあたって私も調べてみたのですが、この地域は 

１万年前から人が住んでいたと考えられていて、江戸時代以降に上野・浅草を中心に発 

展、元禄文化、明治維新、関東大震災、戦争を経て現在に至ると。このように永い歴史 

がある台東区には、色々な「発祥の地」があります。公園、動物園、博物館、遊園地、 

映画館、寄席、地下鉄、エレベーター、招き猫、喫茶店、信号機…。飲食店には創業２ 

００年を超える老舗もあります。 

次に学校の紹介です。適正配置方針に基づく統廃合を経て現在、小学校１９校、中学 

校７校です。私の所属の蔵前小学校も３校が１校に統合されて来年度１０周年を迎えま 

す。都費事務職員は小学校１９校に２０名、中学校７校に７名、うち再任用が小４、中 

２、再雇用が小１です。７割近くが５０代以上ですが２０代も一人います。区費事務職 

員は中に７名、小１名です。臨時職員は、要準加配未配置校と再任用短時間職員配置校 

に雇用予算が配当されています。 

事務職員会は小中合同で月に１回程度、連絡事項がある時は区教委からも出席があり   

   ます。役員は持ち回りで５年間で全員一度は経験します。活動内容は、情報交換、親睦、 

財務電算マニュアルや旅費資料の作成等です。学校予算は本校の例で、普通学級１５、 

児童数４５０名で、消耗品５４０万。区教委がここ数年図書館整備に力を入れていて、 

別枠で図書費１２５万。学校長の契約権限は３０万です。台東区は生活保護受給率が東 

京都で１位、全国で大阪に次いで２位で、財政状況がたいへん厳しく、来年度以降の予 

算の大幅削減が色々なところから言われています。」 
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司 会「ありがとうございました。続きまして、事前アンケートに沿って、支部の現状につい 

て、もう少し具体的にお聞きしていきたいと思います。最初に、台東支部以外には臨時 

職員が配置されているようですが、仕事の分担についてお聞かせください。」 

 

三 鷹「各校で微妙な違いはあると思いますが、市費職員は消耗品費を担当しています。就学 

援助を担当している学校も多いです。」 

 

司 会「板橋区では文書管理を担当していますが、三鷹では？旅費は？」 

 

三 鷹「文書管理はどちらも担当しています。旅費は主に都費事務職員が担当しています。」 

 

新 宿「臨時職員の仕事は文書整理等のこまごました雑用等に限られています。新宿区は仕事 

の殆どをパソコンで処理しますが、事務補助にはＩＤが付与されていませんので、直接 

仕事に関わるような事務分掌はありません。」 

 

小 平「学校間で微妙な差はありますが、基本的には学校令達予算の執行と校内予算の編成で 

す。副校長や都費事務職員が予算編成をしている学校もありますが、市嘱託員が予算案 

を作成して予算委員会で精査、副校長が承認という形が一般的です。」 

 

島しょ「臨時職員の配置はありません。一人いてくれると助かりますが…。学校行事の後に校 

内の清掃をする臨時職員の予算は村役場で確保しています。」 

 

東大和「市の臨時職員は予算執行を担当しています。都費事務職員は執行できませんので…。 

やはり金庫番は強いですね。（－会場笑－）特に定年もありませんので、年齢的にも立場 

的にも管理職より上の方もいらっしゃいます。（－会場笑－）あとは、給食費。口座登録 

や未納督促、収納等を担当しています。」  

 

台 東「要準加配未配置校と再任用短時間職員配置校のみです。事務補助ですので明確な分担 

はなく、学校によって違います。本校では副校長が作成する配布物の印刷等です。」 

 

司 会「ありがとうございました。やはり財政を握っているのは強いという事ですね。（笑） 

私達（都費）事務職員も、学校の中で立場を確保するには、お金を握って力を発揮する 

事が大きいのでは？と思います。次に、近年、新採補充が無いで、他局からの転入職員 

や再任用職員が増えていますが、それらの方々の事務職員会活動への参加や取り込みに 

ついて、事務職員会としての課題がありましたらお聞かせください。」 

 

三 鷹「高校や他区他市からの方はまだ良いのですが、病院等から来た方は苦労されています。 

 ２年前までは鷹教研学校事務研究部の場で毎月２時間半、転入者のフォローができてい 

ました。市教委にもこれらの重要性を訴えたにもかかわらず、学校事務研究部は廃部に 

なりました。現在は東大和市と同様、メールを活用して日常業務や市教委の動きについ 

て情報提供し、フォローしています。」 

 

司 会「転入職員の方の事務職員会活動への参加意欲はいかがですか？」 

 

三 鷹「貴重な情報交換の場として参加は多いのですが、反面、慣れない学校事務の仕事に疲 

れ果て、体調を崩して休職する方が増えています。特に中学校が多いです。」 

 

新 宿「年度当初に区教委が転入者対象のイントラ研修を実施します。事務職員会では定例会 

終了後に情報交換、質問事項を集めてＱ＆Ａ形式で答える会も別途開催しています。」 
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司 会「事務職員会活動への参加意欲はいかがですか？」 

 

新 宿「積極的で、自然に溶け込んでいます。」 

 

小 平「実は私も５年前に他局から来ました。２７人規模の事務職員会に他局から５，６人が 

転入し、私自身も苦労した記憶があります。当時は研修会も無く、事務職員会も歓送迎 

会でお互いの顔がわかる程度で、動いていませんでした。「新しく来た人をどうするん 

だ？！」という自分自身の苦労の体験から、市教委に対し「せめて事務研修だけはやっ 

てください」とお願いし、２２年１０月に指導課主催の研修ができました。事務職員会 

で企画立案、転入者以外も全員参加対象とし、研修の場で新しく来た人を全員でフォロ 

ーする体制としました。レジメやフローチャートで年度当初の事務の流れを説明し、ベ 

テランの事務職員がアドバイスします。顔と名前を覚え、研修後も電話・メール等でフ 

ォローします。２２年度末には市教委から、転入職員用マニュアルの作成依頼が私に個 

人的に来ましたので、「新しく小平市立公立学校の事務職員になられた方へ」という表題 

で、都費負担事務職員の位置付けや職務についての説明資料を作りました。それ以来、 

現在まで転入職員をフォローする体制を維持しています。」  

 

島しょ「私は、島の異動は３回目です。最初は新採で三宅島で、２０００年の噴火の前でした。 

当時は小学校３校，中学校３校，計６校で事務職員は６人。私以外は皆三宅島の出身で 

「島外から尚且つ新採」は私が第１号でした。たいへん不安でしたが、５人の先輩方が 

手取り足取り教えてくださり、研修の「制度」は無かったのですが、当時の村教委の担 

当者が私に対してあまり協力的・好意的でなかった事もあり、（余計に）「皆でこの新人 

を何とか一人前にしてやろう！」という雰囲気でした。 

 ２回目は八丈島の更に先の青ヶ島という小さな島でした。私もそれなりにベテランに 

なっていましたので、それほど戸惑いはしませんでしたが、出張時に船が欠航すると隣 

の八丈島でよくお世話になりました。当時小学校５校・中学校３校の事務職員会に参加 

させていただいた時、「教え合う体制」が確立しているなと感じた事を思い出します。 

島しょの課題は、今いる利島のような小さな島では「教え合う体制」が無い事ですが、 

   そのかわり教育委員会との関係が非常に密で、解らない事はすぐに問い合わせできます。 

    今後は島しょにも他局からの転入者が来る事が予想され、引継書だけではなくマニュ 

アルが必要になってくると思います。今から準備しておかねば…と思っています。」 

 

東大和「東大和は、嘗ては「ごみ問題・リサイクル」で都公小事や都公中事、関ブロ大会等で 

発表した「発表大好き地区」でした。当時は事務職員会と事務研究会で月に２時間半ず 

つ２回活動していました。その後、転入者が増えて、外に向けての発信に疲れ、会合も 

学校教育部長が招集する事務連絡会の形になりました。２時間４５分の事務連絡会は市 

教委からの事務連絡だけではもったいないので、事務職員会・事務研究会の３つの顔を 

持たせています。（学校教育部長招集の）「事務連絡会」の終了後に事務職員会・事務研 

究会をやりますから、転入者も嫌でも参加していただいています。 

活動内容は、今は外への発信に疲れているので、４本のマニュアル「実務の案内」「新

採ハンドブック・転入者Ｑ＆Ａ」「再任用職員等ハンドブック」「採用から退職までの福

利厚生」の改訂が中心です。「新採ハンドブック・転入者Ｑ＆Ａ」は、事務職員向けでは

なく教職員向けのマニュアルです。月１回しか集まれませんから、改訂作業もメールで

行います。今年度は１５人を５人ずつに分けて３つのマニュアルを改訂しました。黒文

字の原稿を各々自分に決められた文字色で改訂し、互いに検討します。「アカレンジャー

のここ、オカシイぞ…」と、ミドレンジャーが指摘するとか…。（笑） 

転入者研修は、市も事務職員も行っていませんが、「役員個別サポート制度」（年齢・ 

性別等を考慮して役員が個別に転入職員をフォローする制度）と、「事務日程カレンダー」 

（先述）、「『実務の案内』の作成」（項目別にはなっていますが、いちばん最初に『一年 

の流れ』がありエクセルシートのハイパーリンクで具体的な項目・内容まで参照できる 

ように作られています）また、市教委は、都教委の市教委担当者対象の事務説明会に、

転入学校事務職員も出席できるよう、配慮してくれています。」 
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台 東「今年度は他局からの２名の再任用職員が転入しました。うち一人は小学校の経験があ 

る方です。二人とも事務職員会に参加しています。資料には「区教委主催の財務研修」 

とありますが、『解らなければ教えてくれると』いう感じで、今年は集まっての研修はあ 

りませんでした。事務職員会作成のマニュアルを見ながらやれば何とかできて、年度当 

初もさほど困る事はありませんでした。でも、東大和のお話は羨ましいなと思います。 

誰に聞いたら良いのか解らないような事を気軽に聞ける体制や、前任者以外の方のお話 

も聞ける事は助かると思います。台東は月１回の事務職員会で情報交換に努めています。」 

 

司 会「ありがとうございました。今のお話を伺いますと、事務職員会活動の原点は、此処に 

あるのかな？と思いました。各校単数配置ですので、新しく来た人達をどうやってフォ 

ローしていくのか？という所から、事務職員会活動が始まったのだと思います。小平の 

お話でも、事務職員会活動を無くしてしまうと、新しく入って来た方はどうやって仕事 

をしい良いのか解らないという困難に直面する。結局は教育委員会主催にせよ、再び集 

まる機会を設けざるを得なくなると。東大和マニュアルは素晴らしいですね。他支部で 

はマニュアルについてはいかがでしょうか？」 

 

三 鷹「三鷹市ではマニュアルはありません。無い理由は、皆さん飲み込みが速いのと、三鷹 

市の業務がさほど複雑ではないからでしょうか？マニュアルについては、小平の方と同 

様に、誰かが地教委に頼まれて、言葉は悪いですが暇に任せて、何らかの形で作ったも 

のが他の地区にもたくさんあるのではないでしょうか？また、新しい事業の開始時等に 

事務職員の負担軽減のために市教委と事務職員会が共同でマニュアルを作る、という例 

もあります。私も調布市事務職員会でマニュアルを作り、都公小事の研究大会で発表・ 

配布しました。たいへん良いものですので、皆さんも一度是非ご覧ください。」 

 

新 宿「新宿区では『困った時のエンマ帳』と題して、給与・旅費・福利厚生についてのマニ 

ュアルを事務職員会で作成、事務室に常備して規則改正等があると更新しています。ま 

た、財務電算導入時には『イントラ操作マニュアル』を作成しました。今年度は『事務 

引き継ぎマニュアル』を作成しました。」 

 

司 会「マニュアル作りの担当は？得意な方や有志ですか？」 

 

新 宿「以前は研究部で担当していましたが、ブロック会が無くなり、現在は事務職員会の後 

に各ブロックから担当者を出して作業しています。」 

 

小 平「小平もマニュアルは作成していません。先程お話ししたものは私が個人的に作ったも 

ので、市教委は、全く学校事務の経験の無い方のみに配布しています。市教委は年３回、 

給与旅費・年末調整・昇給の事務説明会を開催してくれますが、転入者は就学援助事務 

に戸惑います。小平では、申請書の受付や請求手続を、全て学校で行うからです。そこ 

で、５月に実務研修を設け、学務課からの説明と事務職員会からの更に実務的な説明を 

行います。その研修資料が、ある意味でマニュアルとして使えるかな？と思っています。」 

 

島しょ「利島の教育委員会は、教育長と事務局職員の二人で『人が変わると事務処理も変わる』 

  『良く言えば小回りがきく。悪く言えばやりにくい』があり、戸惑いもあります。私は 

自分がいる間に、一年の流れと、運動会の補助金等の島特有の複雑な事務処理について 

のマニュアルを作りたいと思っています。都の関係の事務については、都公小事の給与 

事務の手引きや教育庁人事部勤労課の資料はとても役立っています。」 

 

東大和「東大和も都公小事の給与事務の手引きは重宝しています。小平のような市教委説明会 

はありません。事務連絡会冒頭に『市教委より』がありますが、市教委が多忙な時は役 

員が代理で伝達します。『実務の案内』は、もともとは事務職員会にその都度持ち込まれ 

た事例集でした。事例がファイル 4 冊分になった時に体系づけ、整理し、電子マニュア 



- 11 - 

－研究協議２－支部紹介 

 

ルとして完成しました。他地区でも、事例を集約・整理すればマニュアルができると思 

います。パソコンが苦手な職員には夏休みに内部講師でパソコン研修も行っています。」 

 

台 東「財務・備品管理等の電算処理については事務職員会でマニュアルを作成しています。 

 報償費等の前渡金を副校長が担当している事もあり、マニュアル自体はシンプルです。

給与・旅費・福利厚生については、都教委や都公小事の手引きを使っています。」 

 

司 会「ありがとうございました。次に、『学校徴収金についての規則』ですが、比較的最近に 

なって作られた支部が多いですね。三鷹２１年度、台東２４年度…。学校給食費の徴収 

事務についても関わっている支部が幾つかありますね。先日の教育庁総務部長の共同実 

施の話では『私費も非常勤職員に担当させる』と。近い将来、『私費会計も事務室で』と 

いう動きは出て来ると思います。『学校徴収金についての手引を作るように』との指示が、 

既に数年前に都教委から地教委に出ており、それを受けて地教委が各々規則を作成した 

訳ですが、現状では、事務室は私費会計にどの程度関与していますか？」 

 

三 鷹「都内の某中学校で修学旅行の徴収金の不適切な執行があり、都教委から地教委に例の 

通達が出たと聞いています。三鷹市も規則を作りましたが、学校現場はなかなかそのよ 

うに動かず所定の帳票も各校で扱いがまちまちのようです。総務課は学校視察も行って 

おり、指導が徹底してくれば一律の管理ができると思います。給食費を扱っている事務 

職員は多く、教材費を扱っている事務職員も若干います。全て口座引き落としで現金を 

扱わないメリットに着目し『一元管理をしたい』と言う校長が増えています。一元管理 

では事務職員が全ての費目に関わらざるを得なくなり、仕事が増えると考えています。」 

 

新 宿「新宿区では今年度、規則ができました。現在は、事務室は学校徴収金には直接は関わ 

っていませんが、これからは、そういう事が起こってくるかも知れないと思っています。」 

 

小 平「２２年度に規則ができましたが、事務職員会には詳しい情報が伝わって来ず、私自身 

も把握しきれていません。例の話を受けて庶務課から副校長会に話があり、副校長会で 

規則を作成しました。小平の規則には事務職員が関与するとの内容が殆ど書いてありま 

せんでした。実態は学校によってまちまちで、現金を郵便局や銀行に預入する程度の簡 

単な業務しかやっていない学校もあれば、全く何もしていない学校もあれば、未納の督 

促までやっている学校もあります。」  

 

島しょ「私は現在給食費徴収を行っています。児童・生徒・職員を合わせても５０名足らずで、 

 集金袋での集金です。副教材は教員が担当しています。来年度から副教材費の公費負担 

の方針が出され、『給食費もいずれは全額公費化に向かう』と、教育長は話しています。」 

 

東大和「２２年度に規則ができましたが、事務職員の職務については具体的に書かれていませ 

ん。実態としては、『校内検査員』という帳簿の点検役を依頼された事務職員が数名いま 

す。私も教員の帳簿を点検しましたが、領収書が無かったり、まとめて年度末に記帳し 

たりで、本校では今年度から全学年分の帳簿を私がつけています。東大和市は財務電算 

を全所属一斉に設置した、全国初の自治体だそうで、その時に入ったアプリケーション 

ソフトで現在も給食費を管理していますので、給食費は市費職員が担当しています。」 

 

台 東「他の学校について全て確認はしていませんが、概ね同じと思いますが、本校では給食 

費だけでなく教材費も含め学校納付金全般の収納を事務室で担当しています。年度当初 

の保護者宛通知文の作成・配布、信用金庫の引落手続き、引落結果を受けての未納通知 

の作成・担任経由での配布、転出入時の精算等です。未納督促は、事務は通知を作成し 

保護者への連絡は担任経由です。基本的には私費会計は教員の仕事となっており、支払 

は教員が、帳簿は副校長が確認しています。個人的にはもう少し事務室がやれる事があ 

るように思いますが、全体を流れを見直さないまま部分的に『これならやれる』と引き 



- 12 - 

－研究協議２－支部紹介 

 

受けても上手く行かないと思い、今は前任者から引き継いだ形で静観しています。」 

 

司 会「ありがとうございました。板橋区では『事務職員が検査をする』という事になってお

り、小学校の事務職員は規則・手引上『帳簿の検査をする』という位置づけですが、徴

収から支払までやっている学校もあるようです。 

公費と私費の両方を事務室で扱う利点は、あります。全ての費目を一元的に予算管理

する事により、従来私費で購入していた教材の中に、『これは公費支出で良いのでは？』

という物を見つけ、私費負担の軽減の観点から、予算に余裕があれば、公費負担に切り

換えるという判断をする事ができます。 

事務室に余裕があれば、の話ですが、やはり『財布を持っている者は強い』ですから、

『学校の財政的な部分は全て事務室で取り扱う』事は『利点がある』と私は思います。 

    さて、本日、利島から鈴木さんが来てくださっています。せっかくの機会ですので、

ここで島の様子について１５分程お話しいただければと思います。」 

 

鈴 木「それでは、島の事を色々とご紹介したいと思います。昨年１０月の小中都立研究大会 

でもお話しさせていただきました。手抜きをしてしまいまして、５２ページからの資料 

は、その時の抜粋です。 

先程お話ししましたように、私が島へ行ったのはこれが３回目です。最初は新任の時 

で、『これを逃すと採用無いよ…』とか色々言われまして…。（笑）でも、私は島が嫌で 

はなかったので、逆に喜んで、嬉しくて三宅島に行きました。三宅島には４年いました。 

島自体はとても良い島だったのですが、何か…ちょっと…あまり…。これ以上は言えま 

せんけど…。（－会場笑－） 

それで、『もう島に行く事も無いだろう…』と思いつつ東京（本土）で暮らしていたの 

ですが、ふと、また『島へ行ってみたいな…』と思うようになりまして。あの時は、新 

採で色々わからなかった事もあって、随分悔しい思いもしたりして。でも、今だったら 

仕事にも慣れたし、もう少し上手くできるかな？と思って平成１３年に、また島を希望 

しました。「何処でも良い」と書いたら青ヶ島に。正直、自分で島を希望しておいて何で 

すが、青ヶ島と聞いて『これはえらい事になったぞ…』と思いました。でも仕方無いと、 

覚悟を決めて赴任しましたが、嬉しい誤算とは正にこういう事ではないでしょうか？ 

青ヶ島は私の人生の中で、本当に楽しい時間でした。たまたま一緒に行った教職員のメ 

ンバーも良かったのだと思いますが、その当時は青ヶ島は『２年島』と呼ばれていて、 

２年で交替する事になっていました。２年たって、もう少し居ようかとも思ったのです 

が、一緒に赴任した教員が帰るし、寂しくなるので私も帰りました。  

その後、足立区へ行き、暫く（本土で仕事を）やっていましたが、やはりどうしても 

また島に行きたくなってきまして、３回目の島への希望を出しましたところ、よほど小 

さい島に縁があるのか、今度は利島…自分の異動希望調書を見たら、利島は第６希望に 

書いていました…。確かに希望に書いてた…仕方無いや…と赴任しました。利島も行け 

ば行ったで、先程は教育委員会への文句とか言いましたが、とても楽しい毎日を送って 

います。仕事は勿論、それなりにキビシイ面もありますが、自然が好きなら、島の生活 

は本当に良いものだと思っています。 

学校のお話を。私は小中学校を兼務しています。予算は、小学校費、中学校費、学 

校給食費、学校管理費、教育振興費の５つの会計に分かれています。ややこしいです。 

今年から教育委員会の担当者が替わり、先程は『人が替わるとやり方も変わって…』と 

愚痴を言いましたが、今回はむしろ、良くなりました。来年度から、小学校費と中学校

費に分かれていた学校管理費が、小学校費に一括され、事務処理がやり易くなります。

予算は意外と潤沢です。５つに分かれているので、『こっちの費目は余ってるのに、こっ

ちは足りない。』という時、融通が効きませんが、予算管理はさほど苦労はしていません。 

苦労していると言えば、連合運動会でしょうか？学校の運動会ですが、村の行事とい 

う事になっていまして、村民の皆さんも参加する事ができます。村民の皆さんが色々な 

競技に参加すると、その都度、参加賞が貰えます。退場門に色々な賞品が置いてあって、 

好きな物を持って行きます。洗剤・ゴミ袋・ティッシュペーパー等の日用品です。その 
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購入予算が前渡金で学校に来て、私が購入します。更に３位までに賞品が出る競技があ 

ります。リレー、綱引き、ムカデ競走です。１位はビール５００ｍｌのロング缶が１箱 

（２４本）、２位は１２本、３位は３５０ｍｌが１２本です。学校職員も参加しますが、 

『打ち上げ用のビールを獲れよ！』と。他のチームも同じで、皆ビール確保のためにガ 

ンバリます。リレーは学校チームも負けてはいませんが、綱引きでは建設会社のチーム 

がダントツに強いです。（笑）絶対にかないません…。（－会場笑－）いつも優勝を持っ 

て行かれます。 

更に、これらの競技が終わりますと抽選会、福引があります。運動会のプログラムに 

   通し番号が印刷されていて、村長が抽選します。二百数十人参加して百人位に当たりま 

すので、２．５人に１人位の確率でしょうか？村民の皆さんはとても楽しみにしていま 

す。その景品を準備するのも私の仕事です。２年目こそ、楽しんで準備ができましたが、 

１年目は訳が解らず、『どうしようか？！…』という状態でした。因みに、この抽選会の 

景品は、いちばん上から、特等、特一等、一等、特二等、二等椅子席、二等和室、二等 

席無となっています。これ、何かお解りでしょうか？皆さん。東海汽船の船の座席の等 

級です。（－会場笑－） 

このように、連合運動会は、先生方は子どもたちの指導でタイヘンですが、村民の皆 

   さんにとっては楽しみの一つになっています。事務職員にとっては客観的に見て、やは 

り準備等でタイヘンな行事だなと思います。 

その他にも、学校行事として学芸会や展覧会があります。学芸会は大人も参加して良 

い事になっていて、けっこう芸達者な方がいらっしゃいます。展覧会も、子どもの作品 

だけでなく、大人も出品できます。 

私自身は島の生活を楽しんでいますが、島の生活では、プライバシーは『殆ど無い』 

と言って良いかも知れません。例えば、家に籠っていれば誰にも会わなくて済みますが、 

そうすると、『あいつは家にずっと籠っていて、一緒に飲む友達もいないのか？！』と噂 

されたりするので、家に籠っていてもプライバシーは無いんだなと。また島を離れる時 

も、必ず港で人に会いますので、『あいつまた東京出るのか…』と。私は先週も、互助会 

の総会に出るために出て来ましたので、１週間に２回…。『あいつ、よく出て行くな…』 

と噂されているかも知れませんが、いちいち気にしていたら、何もできませんので…。   

島しょ支部には小笠原を含めて１１の島があります。『島』と一口に言いましても１１ 

の島其々に仕事に違いがあり、生活にも違いがあります。学校事務の仕事も、基本的な 

部分は同じですが、やはり島其々に違いがあり、独特な部分もあります。島しょ支部、 

大島支部と言いましても、島の一つ一つが『一つの支部』と言っても良いのではないか 

と思います。支部と言っても事務職員一人きりの島もありますが、それでも他の島とは 

一括りにできない独自性があると、私は思っています。 

『島なんか冗談じゃない、絶対に嫌だ』という方もいらっしゃると思いますし、人其々 

だとは思いますが、少しでも興味のある方は、家庭の事情等が許せば、是非一度経験し 

てみていただければと思います。私達都の職員は、折角、島を経験できる身分にありま 

すので、『一度言行ってみるのも悪くないのでは？』と、私個人としては思っています。 

もしも解らない事や聞いてみたい事がありましたら、学校のホームページにメールアド 

レスが出ていますので、お問い合わせいただければと思います。」 

 

司 会「鈴木さん、ありがとうございました。都庁でも島への赴任希望者が少ないようで、板

橋では都からの『島しょ案内』が、８回か９回、学校にメール配信されています。島は 

   決して悪い事ばかりではないそうですので、希望してみても良いカナ？と思う方は、ぜ

ひトライしてみてください。」 

 

司 会「では、最後に、『この事についてもう少し聴いてみたい…』というご質問等がありまし

たら、挙手でどうぞ。」 
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三 鷹「会場からの質問が無いようですので、私から東大和と小平の方にお尋ねします。意外 

と言っては失礼ですが、市の教育委員会が学校事務に対して理解してくださり、協力し 

てくださっているようですが、嘗て無くした事務職員の研究会が、実務研修会の形で復 

活した経緯・流れ・力学等について教えてください。」 

 

小 平「今から２，３年前に実務研修が立ち上がりましたが、もともとは、『（市教委と事務職 

員会の）お互いの利害が一致した』という事だと思います。事務職員会としては、新し 

く学校に来た人が（研修が）何も無い中で、『誰がどうやって仕事を教えていくんだ？！』 

と。（転入者は）解らないとすぐ市教委に電話で問い合わせをする。その件数は半端なも 

のではなく、年度初めは市教委の電話が鳴りっぱなしの状態で、市教委もかなり困って 

いたと。そこで、『学校事務職員の知識やノウハウを共有・継承を図りたいので研修会を 

作って欲しい。市教委の仕事（問い合わせ対応）も減るのではないですか？』と良い意

味での取引の交渉を重ね、研修の必要性を文書化して、２２年１０月に見事、指導課主

催の形ではありますが、事務職員研修が実現しました。」 

 

東大和「私達は、別に研修会を禁止された訳ではありません。発表大好き支部が発表に疲れた 

ちょうどその頃、都立学校で校長会の集まる回数に制限が出て、『これは間違いなく事 

務職員会にも回って来るぞ…』と、自分達から『１回にしよう』と決めました。時間も 

半分になるし。以前から、事務職員会の場を市教委の連絡の場として逆に提供していま 

したが、校長会が『あまり外に出るな』と規制を受け、校長会は教育長が招集する形と 

なったため、事務職員会も市教委主催、学校教育部長の招集とした方が良いだろうとい 

う事になりました。実際は、企画立案も出張依頼文の作成・配信も私達が行っています。 

要は、『形を整えた』という事です。」  

 

司 会「ありがとうございました。時間が参りました。支部の色々な現状をお話しいただきま

したが、『やはりまだ、事務職員活動というものは、必要なのだ。』と、私は今回、再認

識した次第です。皆さんはいかがでしたでしょうか？それではこれにて、研究協議２を

終了いたします。ありがとうございました。」（－会場拍手－） 

   

 

 

 

 

                                                                            

                                                                

岩上会長      寺岡氏    関 氏    渡辺氏    鈴木氏    中曽根氏    小林氏     

 

（※当日の録音をもとに、広報部で編集・再構成しました） 

 

 

編集後記  

 東京の「共同実施」が始まります。 

 江東区と武蔵村山市の動向を、東京中の小中学校事務職員が、固唾を呑んで見守っています。 

 研究大会の「支部紹介」では、「私費会計への事務職員の関わり」が話題となりました。 

司会の岩上会長も、教育庁松山総務部長の共同実施の話『私費も非常勤職員に担当させる』を引用し、 

「近い将来、『私費会計も事務室で』という動きは出て来るだろう。」との見解を示しました。 

「共同実施」については、かいほう１８０号と同時に発行されました、「全事研東京小支部だより」 

に、国立教育政策研究所の藤原文雄先生と、千葉県成田市立西中学校の三浦由起子事務長の講演が 

掲載されています。ぜひ、こちらもご覧ください。 

 「事務職員は、学校に要るから、学校に居る。」 いよいよ、正念場を迎えます。 

（広報部長 小野  明） 
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－学校事務の明日を読む－       

☆日本教育新聞（２月４日）（日本教育新聞社 転載許可取得済） 
 「学校事務最前線－教育部門と運営部門の連携を－」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆日本教育新聞（３月２５日）（日本教育新聞社 転載許可取得済） 
 「学校事務 新タイプの共同実施モデル試行へ」 
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                             －学校事務の明日を読む－ 
 
☆学校事務３月号「教えて！川崎さん！！」（学事出版転載許可取得済） 
  ｢東京の経験を他山の石として、賢明な判断をされることを望みます｣ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


